
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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神戸市外国語大学生協

クリスマスフェア

取り組み概要

日時：2023年12月16日～31日
場所：学生会館生協購買部出入口
参加者数や組合員の反応：

合計参加者１６６人

POINT.1

今回の企画を行った理由は、一年間生協を利用してくれた組合員へ
の感謝として、豪華景品で還元したいと考えたようです。さらに、ブ
ロック方針①に従って生協店舗と生協組合員をつなげることを考えて、
組合員が楽しみながら参加する場にしました。そのためにも、値段に
よって景品を変えたり、好みの景品を選んでもらうことで、すべての
参加者が楽しめたのではないでしょうか。

組合員が参加しやすいように

POINT.2

神戸市外国語大学生協では、新型コロナウイルスによって失われた
元気が企画に戻るまであと一歩でした。そんな中、今回の企画では
参加者が本当に欲しいと思ってもらえてかつ、予算内でどれだけ企画
を豪華にできるかを工夫しました。その結果、コロナ禍から今までの
企画の中で最も参加者が多く、楽しんでもらえた企画になったでしょ
う。これを足掛かりに、企画に元気を取り戻していってほしいです。

企画に元気を戻すために

背景や概要：毎年恒例の年末企画として、
生協と組合員を繋げる企画をしました。
生協食堂・購買部で一定金額以上の買い
物をして、そのレシートを自分が欲しい
景品の投票箱に入れました。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 沖野 颯樹] 

Okino.Satsuki@univ.coop

POINT.3

今回、景品を付けることで盛り上げることができたこの企画ですが、
組合員とは人数の関係で対面できないため、GIの認知が今ひとつな部
分もあります。しかし、レシートに感謝のメッセージを書いて応募し
てくれた人がいたりと、少しずつ活動が実を結んでいると思われます。
生協と組合員のつながりを向上させていく成功体験の一つとなったで
しょう。今回をきっかけに今後も企画に参加してくれる組合員も多い
ので、どんな人が企画をしているのか、なぜキャンペーンをしている
のかを伝えるようにしていくことが今後の目標です。

今後の企画に向けて
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